
■基本理念 
 

空家等に関わる一人ひとりが協働し、適正管理と利活用を促進するとと

もに、特定空家等の発生抑制に取り組み、住環境の向上と市民の安全・

安心の確保を目指します 
 

■空家等の発生メカニズム 
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資料：住宅・土地統計調査、平成 15年以前は旧姫路市のみ 

■計画策定の背景、位置付け 
 ○適正に管理されていない空き家が社会問題化しており、平

成 27年に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施行 

 ○空家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 H42 目標 地域住民との連携による空き家対策の検討 
※2 H28～H37 空き家をはじめとする既存住宅ストックの活用・更新 
 

■計画の期間、対象 
 ①計画期間      令和４年度～令和８年度（5年間） 

 ②対象とする地区   市内全域 

 ③対象とする空家等  空家等のうち戸建住宅及び長屋住宅 

            （居住中の住宅も施策の対象とする） 

■空家等対策の課題 
 ①発生の抑制 

 ②利活用の促進 

 ③管理不全の解消 
 

■基本方針 
 ①情報提供や啓発 

 ②早期の利活用促進 

 ③空き家の所有者に対する措置 

【
空
き
家
数
の
推
移
（
姫
路
市
）
】 

①発生の抑制 

 ○市民意識の啓発     ○情報提供の充実 

 ○住宅改造の促進     ○相続登記の促進 

姫路市空家等対策計画 【概要版】                                                       

第１章 計画の趣旨 

○総務省の住宅・土地統計調査では、平成 30 年の空き家数は

37,660件。空き家率は 15.0%で、県や国と比べてやや高い 

○地図情報会社による市内全域調査では、空き家数は 5,635件 

○自治会アンケートによると、問題がある空き家数は 838件 

○総人口の減少、高齢夫婦・高齢単身世帯の増加により、今後

さらに空き家が増加する見込み 

第２章 空家等の現状 

②利活用の促進 

 ○相談体制の整備     ○空き家バンクの活用 

 ○空き家改修の支援    ○市場流通の促進 

○地域や関係機関と連携し、空家等対策を着実に実施 

③管理不全の解消 

 ○データベースの整備   ○所有者等への注意喚起 

 ○庁内連携の推進     ○除却の支援 

 ○特定空家等に対する措置 

 

 

第５章 計画の推進 

第４章 施策の展開 第３章 空家等対策の基本方針 

                                    

                                      

                       管理意識の希薄化         

                        遠隔地に居住している      

 人口減少                    経済的に余裕がない       

  高齢化                     家財の処分・整理ができない   

    家族構造の変化                  売却への躊躇          

    地域における若年層の流出             相続による権利関係の問題   

 

 

 

 

    住宅ストック数の増加               相談体制が不十分    

    新築志向                     固定資産税の軽減措置 

 中古住宅の品質への不安              接道要件による制約    

 中古住宅の価格への不安              強制措置に時間を要する     
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資料：住宅・土地統計調査（2018）、平成１５年以前は旧姫路市のみ


